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①
新
月
３
日
目
の
月

②
天
○
○
、
牛
○
○
、
か

つ
○
○
、
い
く
ら
○
○

③
気
が
か
り
。
未
練

④
○
○
多
く
し
て
功
少
な

し
⑤
大
地
震
の
後
の
揺
り
返

し

①
こ
の
劇
で
最
大
の―

―

は
第

３
幕
。
展
覧
会
の―

―

⑤
式
は―

―

な
く
進
ん
だ
。―

―

の
な
い
演
説
を
聞
く

⑦
日
本
の
代
表
的
な―

―

は
ま

ず
京
都
で
す

⑨
貨
物
等
を
他
へ
運
び
移
す
こ

と

　カギを解き、二重ワクに入る文字をアル
ファベット順に並べてできる言葉は何でしょ
う。

クロスワードクイズ

応　　募　府職労本部まで
締め切り　４月25日（金）

前回の応募は19通でした。正解者の
中から抽選で５人の方に図書カード

（1000円分）を進呈します。クイズの解
答とあわせ、読者の皆さんのメッセー
ジ、要望、意見、趣味の写真など通信
してください。 

⑥
講
習
を
受
け
ら
れ
ず―

―

で

習
得
し
ま
し
た

⑧
２
塁
へ
の―

―

失
敗

⑩
ハ
ン
ド
ル―

―

を
誤
る

⑫―
―

刷
り
で
華
や
か
だ

⑯
←
→
格
上

⑰
星
形
の
海
の
棘
皮
動
物

⑱
♪―

―

の
花
が
咲
い
て
い
る

�
夜
目
遠
目
○
○
の
う
ち

⑪
将
軍
家
の
正
妻
の
座
所

⑬
○
○
の
親
と
育
て
の
親

⑭
土
俵
際
で
○
○
を
踏
む

⑮
い
ん
ち
き
、
不
正

⑰
有
利
な
方
に
つ
こ
う
と
形
勢

を
う
か
が
う―

―

主
義

⑲
損
○
○
勘
定

⑳
す
ら
り
と
伸
び
た―

―

の
よ

う
な
脚

�
○
○
で
押
し
た
よ
う
な
返
事

を
す
る

�
自
殺
か―

―

か

タ
テ
の
キ
ー
♡

ヨ
コ
の
キ
ー
♢

【解　答】

クロス
ワード ３月号の解答と当選者

答え＝現代版姥捨て山切り立つ
当　選　者

室井　千晶（岸和田保健所）
近藤　哲哉（河川室）
波元　伸祥（下水道課）
龍神　泰子（急性期総合医療センター）
渡辺　義人（産業技術総合研究所）

古紙配合率１００％再生紙を使用しています。

　

戦
後
62
年
、
戦
争
を
語
り
継

ぐ
人
も
少
な
く
な
り
今
再
び
、

戦
争
前
夜
の
よ
う
に
な
り
つ
つ

あ
る
と
体
験
者
は
恐
れ
て
い
ま

す
。
今
度
上
演
す
る
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
は
、
戦
争
中
フ
イ
リ
ッ
ピ

ン
で
起
き
た
事
で
す
。
日
本
軍

は
、
村
々
で
収
奪
と
惨
殺
・
強

姦
・
拉
致
を
く
り
返
し
進
軍
し

て
行
っ
た
。
13
歳
の
ロ
ラ
・
マ

シ
ン
は
、
進
入
し
た
日
本
兵
に

父
親
を
目
の
前
で
殺
さ
れ
、
終

戦
の
16
歳
ま
で
「
慰
安
婦
」
と

し
て
拘
束
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
争
は
沢
山
の
人
々
を
不
幸

の
ど
ん
底
に
引
き
づ
り
込
み
ま

す
。
ロ
ラ
・
マ
シ
ン
は
、
戦
後

自
国
の
人
か
ら
も
侮
蔑
の
目
で

見
ら
れ
ひ
っ
そ
り
と
生
き
て
い

ま
し
た
が
一
人
の
人
間
と
し
て

の
尊
厳
を
取
り
戻
す
為
に
立
ち

上
が
る
の
で
す
。

　

１
月
か
ら
厳
し
い
練
習
を
積

ん
で
、
美
し
い
歌
と
楽
し
い
ダ

ン
ス
で
平
和
と
人
間
の
尊
厳
に

つ
い
て
訴
え
ま
す
。
是
非
誘
い

合
っ
て
観
に
来
て
下
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

青
年
部
は
３
月
21
日
、
青
年

部
定
期
大
会
で
決
定
し
た
「
青

年
部
独
自
要
求
書
」
を
人
事
室

企
画
厚
生
課
に
提
出
し
、
大
会

で
発
言
さ
れ
た
恒
常
的
残
業
の

実
態
、
人
員
不
足
、
副
主
査
制

度
の
問
題
点
な
ど
を
当
局
に
訴

え
、
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

　

一
昨
年
の
給
与
構
造
改
悪
を

は
じ
め
、
こ
の
間
の
「
賃
金
抑

制
攻
撃
」
に
よ
っ
て
、
給
与
水

準
が
低
く
自
立
し
て
生
活
す
る

こ
と
が
困
難
な
青
年
労
働
者
か

ら
「
生
活
で
き
る
賃
金
水
準
の

回
復
」「
住
居
手
当
の
拡
充
」

な
ど
切
実
な
声
が
だ
さ
れ
て
い

ま
す
。
健
康
で
文
化
的
な
生
活

公
演
日
程

　

先
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ち
り
と
て

ち
ん
」
の
セ
ッ
ト
を
見
に
行
き

ま
し
た
。
思
っ
た
よ
り
小
さ
い

の
に
驚
き
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
を

通
す
と
そ
れ
な
り
に
見
え
る
の

で
し
ょ
う
ね
。

　

産
業
技
術
総
合
研
究
所

�

藤
原
信
明
さ
ん

　

娘
が
小
学
生
に
な
り
ま
す
。

学
童
は
６
時
ま
で
、
私
の
帰
宅

は
７
時
…
。
早
く
時
短
が
実
現

し
ま
す
よ
う
に
�

　

岸
和
田
保
健
所

�

室
井
千
晶
さ
ん

　

今
月
か
ら
組
織
名
が
変
わ

る
。
何
度
も
何
度
も
か
わ
っ
て

職
員
も
大
変
！
府
民
に
も
わ
か

り
に
く
い
の
で
は
？

　

健
康
づ
く
り
感
染
症
課

�

増
田
宏
美
さ
ん

　

知
り
た
い
情
報
満
載
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

急
性
期
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

�

龍
神
泰
子
さ
ん

　

８
ヶ
月
の
子
ど
も
の
父
親
で

す
。
子
育
て
真
っ
最
中
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
は
早
い
で
す

ね
。
体
が
大
き
く
な
る
の
も
そ

う
で
す
が
、
行
動
の
変
化
が
大

き
い
。
子
育
て
し
や
す
い
職
場

環
境
整
備
を
、
橋
下
知
事
に
は

実
現
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

産
業
技
術
総
合
研
究
所

�

渡
辺
義
人
さ
ん

４／26（土）クレオ大阪中央（大阪市）昼の部（開場12：30・開演13：30）
　　　　　　　　　　　　　　　　　夜の部（開場17：00・開演18：00）
４／29（火･祝）サーティホール（大東市）	 （開場15：00・開演16：00）
５／３（土･祝）リビエールホール（柏原市）	 （開場15：00・開演16：00）
５／11（日）堺市民会館（堺市）	 （開場14：00・開演15：00）
　　（一般2500円、高大学生2000円、中学生以下・障がい者1500円）
　　（お問い合わせ）　　和泉保健所　長坂（0725―41―1342）
　　　　　　　　　　　　岸和田保健所　荒崎（072―422―5681）

お
知
ら
せ

第
44
回
府
職
労
ス
ポ
ー
ツ
祭
典

青年部が独自要求書提出

若手職員の生活改善
につながる賃上げを

大
阪
憲
法
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
２
０
０
８

ロ
ラ･

マ
シ
ン
物
語

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

参
加
希
望
の
方
は
、
分
会
役
員
又
は
支
部
役
員
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

５
月
10
日（
土
）舞
洲
の
職
員
グ
ラ
ン
ド
で
開
催

「
友
よ
闘
っ
て
こ
そ
明
日
が
あ
る
合
唱
団
」コ
ン
サ
ー
ト

人
間
ら
し
く
働
き
た
い

　

問
い
合
わ
せ
は
本
部
共
闘
部
ま
で

２
０
０
８
年
４
月
19
日（
土
）14
時
30
分
～

ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー（
天
満
橋
駅
下
車
５
分
）

100人の市民

キャストが稽古
を

重ねて、いよいよ

本公演です

が
で
き
る
賃
金
水
準
を
強
く
求

め
ま
し
た
。
ま
た
、
財
政
難
を

口
実
に
し
た
大
幅
な
人
員
削
減

に
よ
り
発
生
し
て
い
る
、
長
時

間
過
密
労
働
、
メ
ン
タ
ル
休
業

の
増
加
な
ど
深
刻
な
事
態
を
解

消
す
る
た
め
に
、
適
正
な
人
員

配
置
や
年
休
・
育
児
休
暇
制
度

（
男
性
も
）
な
ど
を
取
得
で
き

る
職
場
環
境
の
整
備
を
求
め
ま

し
た
。
職
場
の
人
間
関
係
が
ギ

ス
ギ
ス
す
る
原
因
で
あ
る
新
人

事
評
価
制
度
、
副
主
査
制
度
の

問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
も
改
善

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

青
年
部
は
、
青
年
の
身
近
な

要
求
を
集
め
て
こ
れ
か
ら
も
声

を
あ
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
若
手
職
員
の
み
な
さ

ん
の
声
を
ぜ
ひ
青
年
部
へ
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

読
者
の

　

つ
ぶ
や
き


